
内部泡測定装置

特長

1.	内部泡を見える化
目に見えない内部泡を測定します。泡の状態がリアルタイムに把握できます。

2.	消泡剤の添加量を自動制御
アクアスバブルチェッカーからの出力を利用して、消泡剤の添加量を自動的に制御できます。

常に適正な量の消泡剤を添加できます。

その不具合

内部泡が原因かも！



2609簡ABC（Ver.1.0）

アクアスバブルチェッカーで管理

目に見えない内部泡で管理
＜メリット＞
目に見えない内部泡を見える化し、直接確認できます。
泡の状態が数値で把握でき、消泡剤の適正添加が可能です。

これまでの管理

目に見える表面泡で管理
＜デメリット＞
表面泡を目で判断するため、消泡剤の添加量に個人差が発生します。
現場巡回や監視の漏れは、対応遅延やトラブル発生の要因となります。

アクアナビでトレンドグラフを表示！
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薬品使用量の削減
泡の状態を見える化し、消泡剤を適切にコントロール。
薬品使用量を約20％削減しました。※実績値

製紙会社の課題

実は、見えない内部泡が品質に影響します
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